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期
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発
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編
集
・
発
行　

日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
事
務
局   

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
2-

10-

9　

Tel.03 -5304 -5130  Fax.03 -5371 -9345　

印
刷
・
製
本　

イ
エ
ズ
ミ
印
刷（
株
）

（
五
十
音
順
）

　

組
合
員
各
社

（
株
）ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー　
　
（
株
）ア
デ
ラ
ン
ス

 

コ
ス
モ
フ
ァ
ニ
ー（
株
）　

シ
ャ
ポ
ー
ド（
株
）

（
株
）ス
ヴ
ェ
ン
ソ
ン  （
株
）東
京
義
髪
整
形  （
株
）ハ
イ
ネ
ッ
ト

（
株
）バ
イ
オ
テ
ッ
ク 　

フ
ェ
ザ
ー（
株
）　 （
株
）プ
ロ
ピ
ア

（
株
）ベ
ラ
ミ
カ　
　
（
株
）ユ
キ　
　

 　

　

特
別
会
員

（
株
）ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　
（
株
）ア
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
株
）a
n　

安
穏（
株
）　
（
株
）イ
ン
タ
ー・
サ
ク
セ
ス

（
株
）H
P　
（
株
）ク
ラ
ッ
セ　
（
株
）ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー

（
株
）K’s Fam

ily　
（
株
）S
u
n
n
y   

D
a
y
s　

鈴
珠

（
株
）ス
マ
ー
ト
リ
ン
ク　
（
株
）ス
リ
ー
ル　

青
和
通
商（
株
）　

（
株
）ダ
リ
ア　

青
島
杉
山
商
貿
有
限
公
司　
（
株
）パ
ル
メ
ッ
セ

（
株
）B
e
r
r
y  

& 

R
o
s
e　
（
株
）美
彩　
（
株
）プ
リ
シ
ラ

（
株
）美
希　
（
株
）ミ
リ
オ
ン
バ
ン
ブ
ー　
（
株
）本
気

（
株
）ラ
イ
ツ
フ
ォ
ル　
（
株
）リ
ネ
ア
ス
ト
リ
ア　
（
株
）ロ
ハ
ス

（
株
）ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
ィ
ッ
グ
ヘ
ア
ー
ズ

　

賛
助
会
員

（
株
）ア
イ
プ
ラ
ネ
ッ
ト　
（
株
）ア
サ
ツ
ー
デ
ィ・
ケ
イ

（
株
）ア
プ
ラ
ス　
（
株
）ア
マ
ナ　

イ
エ
ズ
ミ
印
刷（
株
）

（
株
）大
広
製
作
所

（
株
）オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　
（
株
）カ
ワ
キ
タ

共
同
印
刷（
株
）　
（
株
）コ
ー
テ
ッ
ク　
（
株
）弘
研

（
株
）コ
ン
パ
ス　
（
株
）サ
ン
エ
ー
デ
ィ
ー

（
株
）ジ
ェ
イ
ア
ン
ド
ユ
ー　

J
B
C
C（
株
）

（
株
）ジ
ャ
ッ
ク
ス　
（
株
）新
和
商
事　
（
株
）セ
デ
ィ
ナ

（
株
）象
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー　
（
株
）大
広　

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト（
株
）

タ
カ
ラ
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン（
株
）　
（
株
）田
村
治
照
堂

（
株
）電
通　
（
株
）東
洋
新
薬　

日
本
フ
イ
リ
ン（
株
）

日
本
ユ
ニ
ポ
リ
マ
ー（
株
）　

吉
忠
マ
ネ
キ
ン（
株
）

◇
17
日 

経
済
産
業
省
年
始
挨
拶
訪
問

◇
21
日 

運
営
委
員
会（
主
な
議
題
）

 

　

1
、2
0
1
8
年
度
年
間
売
上
実
績
動
向
に
つ
い
て

 

　

2
、任
期
満
了
に
伴
う
理
事
選
任
総
会
起
案
の
件

 

　

3
、2
0
1
9
年
度
予
算
案
・
2
0
1
8
年
度

 

　
　

  

実
績
見
込
み
の
件

 

　

4
、特
別
会
員
入
会
の
件

 

　

5
、日
本
ケ
ア
メ
イ
ク「
ウ
ィ
ッ
グ
養
成
講
座
」の
件

 

　

6
、そ
の
他
事
項

◇
14
日 

定
例
理
事
会
開
催

 

　

第
一
号
議
案　
「
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
選
任
」

 

　
　
　
　
　
　
　

総
会
起
案
の
件

 

　

第
二
号
議
案　

2
0
1
9
年
度
事
業
計
画
案
の
件

 

　

第
三
号
議
案　

2
0
1
9
年
度
収
支
予
算
案
の
件

 

　

そ
の
他
事
項

◇
18
日 

経
済
産
業
省
・
新
任
企
画
官
挨
拶
訪
問

◇
22
日 

衆
議
院
議
員
国
政
報
告
会
参
加

◇
9
日 

通
常
総
会
・
定
例
理
事
会
開
催（
本
文
記
事
掲
載
）

 

通
常
総
会（
議
案
）

　
　
　
　
　

第
一
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
、監
事

 

　
　
　
　
　
　
　

選
任
の
件

　
　
　
　
　

第
二
号
議
案　

2
0
1
8
年
度
事
業
報
告
及
び

 

　
　
　
　
　
　
　

決
算
報
告
承
認
の
件

　
　
　
　
　

第
三
号
議
案　

2
0
1
9
年
度
事
業
計
画（
案
）と

 

　
 

　
　

予
算（
案
）の
件

　
　
　
　

定
例
理
事
会（
議
案
）

　
　
　
　
　

第
一
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件

　
　
　
　
　

報
告
事
項
二
件

事務局だより

写真 ： 小笠原諸島（世界遺産）写真 ： 小 小笠原諸原諸島（世島（世界遺産界遺産）

1月3月 2月4月5月

株
式
会
社
パ
ル
メ
ッ
セ　
　
　
　

 

代
表
取
締
役
社
長　

後
藤　

雅
仁

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
丁
目
6

-

3　

Ａ
Ｄ
本
社
ビ
ル 

3
Ｆ

　

こ
の
度
は
日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

弊
社
は
ア
デ
ラ
ン
ス
の
子
会
社
と
し
て

不
動
産
業
、損
害
保
険
・
生
命
保
険
代
理
店

業
を
柱
に
営
業
し
て
参
り
ま
し
た
が
、昨
年
よ
り
新
規
事
業
と
し
て

ウ
ィ
ッ
グ
の
卸
売
業
を
新
た
な
柱
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。お
客

様
皆
様
に
、よ
り
良
い
ご
提
案
と
商
品
を
お
届
け
す
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
本
気　
　
　
　
　
　
　
　

     

代
表
取
締
役　

中
嶋　

一
良

石
川
県
金
沢
市
山
科
2
丁
目
8

-

6

　

髪
の
毛
は
男
性
女
性
共
に
と
て
も
大

事
な
も
の
で
す
。ヘ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
皆
様
の
幸
せ
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
と
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。美
容
院
、美

容
師
と
し
て
微
力
な
が
ら
皆
様
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

写真 ： 白川郷（世界遺産）
写真 ： 白糸の滝（世界文化遺産）

P2～3 J・Hair's News  
P4～6 J・Hair's EYE
P6～７  J・Hair's Works
P８ J・Hair's News  事務局だより

新
規
加
入
特
別
会
員
の
ご
紹
介

「
あ
の
時
の
お
客
様
の
あ
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
今
の
自
分
が

あ
る
」と
思
え
る
経
験
、心
が
じ
わ
〜
っ
と
温
か
く
な
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ご
披
露
く
だ
さ
い
。文
字
数
は
8
0
0
字
以
内
。

文
字
数
は
4
0
0
〜
6
0
0
字
程
度
。文
章
を
補
足
す
る
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
視
覚
情
報
が
あ
れ
ば
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ
１
・
２
と
も
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
も
差
し
支
え
有
り

ま
せ
ん
が
、
会
社
名
・
所
属
は
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

J・Hair’s worksへの原稿を募集して
います。掲載文には薄謝（クオカード
3000円相当）を進呈します。



　

令
和
元
年（
2
0
1
9
年
）春
の
褒
章
に
て
日
本

毛
髪
工
業
協
同
組
合
理
事
で
ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
代

表
取
締
役
会
長
兼
社
長
の
五
十
嵐
祥
剛（
よ
し
か

た
）氏
が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。5
月
30

日（
木
）、東
京
・
霞
が
関
の
経
済
産
業
省
に
て
行
わ

れ
た
褒
章
伝
達
式
で
は
、同
省
関
連
の
褒
章
者
31
名

の
代
表
者
と
し
て
、関
芳
弘
経
済
産
業
副
大
臣
よ
り

直
接
褒
章
、章
記
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。式
終
了
後
、

皇
居「
豊
明
殿
」に
お
い
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ
れ

ま
し
た
。　

　

五
十
嵐
会
長
は
、昭
和
42
年（
1
9
6
7
年
）の

ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
社
の
設
立
に
参
画
以
来
、総
合

毛
髪
企
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、各
種
ウ
ィ
ッ
グ
・

増
毛
・
育
毛
技
術
の
開
発
、付
帯
す
る
理
美
容
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
社
業
を
通
し
て
、毛
髪
関
連
商

品
・サ
ー
ビ
ス
の
普
及
、お
よ
び
事
業
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。平
成
25
年（
2
0
1
3
年
）5
月
か

ら
平
成
29
年（
2
0
1
7
年
）5
月
ま
で
日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
の
理
事
長（
現
・
理
事
）と
し

て
業
界
の
振
興
に
寄
与
し
た
功
績
な
ど
が
評
価
さ
れ
、今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

【
受
章
者
の
コ
メ
ン
ト
】

　

こ
の
た
び
、藍
綬
褒
章
拝
受
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
こ
と
は
、身
に

余
る
光
栄
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
社
は
、総
合
毛
髪
企
業
と
し
て
会
社
設
立
以
来
、髪
に
関
す

る
悩
み
を
抱
え
る
全
て
の
お
客
様
に
最
も
適
し
た
最
高
の
品
質
と

最
良
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悩
み
の
解
決
に
努

め
る
と
と
も
に
、「
お
客
様
に
満
足
頂
け
る
毛
髪
文
化
を
創
造
す

る
」こ
と
等
を
経
営
理
念
に
掲
げ
、「
ふ
や
し
た
い
の
は
、笑
顔
で

す
」を
モ
ッ
ト
ー
に
約
5
0
年
に
わ
た
り
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。こ
の
褒
章
は
、お
客
様
を
は
じ
め
、関
係
各
位
の
皆
さ

ま
の
長
年
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
を
大
き
な
励
み
と
し
、引
き
続
き
ア
ー
ト
ネ
イ
チ

ャ
ー
グ
ル
ー
プ
社
員
一
同
と
と
も
に
、よ
り
豊
か
な
社
会
の
発
展
に

貢
献
す
べ
く
、精
進
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
5
月
9
日（
木
）午
後
3
時
50
分
よ
り「
日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
」の
第
49
回

通
常
総
会
及
び
定
例
理
事
会
が
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
の
間
」で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

根本 理事長

経済産業省  狩野課長補佐伴仲理事

　

定
刻
を
迎
え
根
本
信
夫
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、議
事
の
進
行
を
務
め
ま
し
た
。開
会
宣

言
の
後
、総
会
出
席
組
合
員
数
が
充
足
し
て
お
り
本
総
会
が
適
正
に
成
立
す
る
旨
報
告
さ

れ
ま
し
た
。そ
し
て
、議
事
録
署
名
人
2
名
を
選
任
し
、

総
会
に
提
議
さ
れ
た
議
案
3
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、

午
後
4
時
30
分
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
案
は
、第
一
号
議
案「
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
、

監
事
選
任
の
件
」・
第
二
号
議
案「
2
0
1
8
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
承
認
の
件
」・
第
三
号
議
案

「
2
0
1
9
年
度
事
業
計
画（
案
）と
予
算（
案
）の
件
」

が
審
議
さ
れ
十
分
な
質
疑
応
答
を
経
て
3
案
全
て
の

議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、第
一
号
議
案

の
可
決
に
よ
り
株
式
会
社
ハ
イ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
社
長
の
伴
仲
道
憲
氏
が
新
任
理
事
に

ま
た
、株
式
会
社
日
本
消
費
者
新
聞
社
代
表
取
締
役
主
幹
岩
下
道
治
氏
が
新
任
監
事
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、総
会
終
了
後
に
定
例
理
事
会
を
開
催
し
、第
一
号
議
案「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
任
の
件
」に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。役
員
に
は
、理

事
長
に
株
式
会
社
ア
デ
ラ
ン
ス
代
表
取
締
役
会
長
・
根
本
信
男
氏
、副
理
事
長
に
株
式
会
社

ベ
ラ
ミ
カ
代
表
取
締
役
・
濱
﨑
興
治
氏
、株
式
会
社
ス
ヴ
ェ
ン
ソ
ン
代
表
取
締
役
社
長
・
兒
玉

義
則
氏
、専
務
理
事
に
組
合
事
務
局
・一
重
友
助
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、事
務
局
よ
り
新
た
に
加
入
し
た
特
別
会
員
が
紹
介
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。続

い
て
組
合
日
向
寺
事
務
局
長
よ
り
、2
0
1
8
年
度
の
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
P
I
O

ｰ

N
E
T
）及
び
組
合
へ
の
消
費
者
相
談
に
つ
い
て
の
集
計
結
果
と
そ
の
傾
向
の
説
明
と
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。特
筆
さ
れ
る
事
項
と
し
て
は
、消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数

及
び
組
合
へ
の
相
談
件
数
が
前
年
比
で
減
少
し
て
い
る
が
、女
性
高
齢
者
の
相
談
件
数
が

目
立
つ
と
の
こ
と
で
し
た
。そ
し
て
、議
長
が
以
上
で
全
て
の
議
案
の
審
議
及
び
報
告
事

項
が
終
了
し
た
こ
と
を
宣
し
午
後
4
時
50
分
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

理
事
会
終
了
後
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
来
賓
と

し
て
当
協
同
組
合
を
所
管
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

経
済
産
業
省
生
活
製
品
課
企
画
官
亀
山
渉
氏
・
課

長
補
佐
狩
野
浩
幸
氏
・
課
長
補
佐
岩
村
公
隆
氏
の

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、根
本
信
男
理
事
長
よ
り
現
状
の
業

界
の
業
況
を
話
さ
れ
今
後
は
海
外
市
場
へ
の
進
出

が
重
要
で
あ
り
、各
社
と
も
海
外
進
出
を
推
進
す

る
こ
と
を
勧
め
ま
す
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
狩
野
課
長
補
佐
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き

「
毛
髪
業
界
と
の
出
会
い
が
始
ま
っ
た
時
に
丁
度
、

国
会
で
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
状
況
を
取
り
上
げ
る

場
面
に
あ
た
り
ま
し
た
。国
民
の
二
人
に
一
人
が
癌

に
罹
患
す
る
時
代
に
J
I
S
規
格
を
基
に
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
を
提
供
す
る
こ
と
で
業
界
が
貢
献
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、消
費
者
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
る
こ
と
も
評
価
に
値
す
る
こ
と
で
あ
り

経
済
産
業
省
と
し
て
も
支
援
し
て
い
く
所
存
で
す
。」と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、新
任
理
事
の
伴
仲
道
憲
氏
よ
り
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
参
加
者
全
員

で
懇
親
を
深
め
る
歓
談
の
ひ
と
時
を
和
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
の
歓
談
の
後
に
、岩
下
道
治
監
事
が「
皆
様
の
ご
健
勝
と
業
界
の
ま
す
ま
す

の
健
全
な
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。」と
締
め
く
く
り
、本
日
承
認
さ
れ
た
役
員
体
制
の

も
と
全
員
で
今
後
の
更
な
る
健
全
な
飛
躍
を
誓
い
閉
会
し
ま
し
た
。

日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
第
49
回
通
常
総
会
及
び

定
例
理
事
会
開
催

令
和
元
年 

春
の
褒
章

ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
の

五
十
嵐
祥
剛
氏
が
藍
綬
褒
章
を
受
章



　

２
、美
容
ツ
ー
ル
で
人
間
の
尊
厳
を
支
援
す
る

　

視
覚
障
害
者
は
、目
に
何
ら
か
の
病
気
や
事
故
で
障
害

を
負
い
、見
え
な
く
な
る
。あ
る
い
は
見
え
な
く
な
っ
て
い

く
事
に
向
か
い
合
い
な
が
ら
辛
い
想
い
を
さ
れ
て
い
る
方

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。目
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
は
、

見
え
て
い
る
私
か
ら
す
る
と
、想
像
以
上
に
日
常
生
活
に

不
便
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、自

分
自
身
の
容
姿
が
見
え
な
く
な
る
。お
し
ゃ
れ
が
出
来
な

く
な
る
。化
粧
が
出
来
な
く
な
る
。こ
れ
ま
で
出
来
て
い
た

こ
と
の
多
く
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
で
自
信
喪
失
し
、化

粧
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
容
姿
を
他
人
に
見
ら
れ
た
く

な
い
気
持
ち
か
ら
、自
宅
に
引
き
こ
も
っ
て
外
出
を
し
な

く
な
り
、う
つ
病
に
な
っ
た
り
、自
殺
を
考
え
る
精
神
状

視覚障害者のルックスケアについての
現在と未来

態
に
陥
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
症
状
は
、抗
が
ん
剤
治
療
に
起
因
す
る
脱
毛

や
皮
膚
変
色
に
よ
る
容
姿
変
貌
に
よ
る
こ
と
で
自
信
喪

失
さ
れ
る
方
と
大
き
な
共
通
点
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ

は
、病
気
や
障
害
に
よ
り
辛
い
精
神
状
態
に
置
か
れ
て
い

る
中
で
、自
身
の
容
姿
が
負（
マ
イ
ナ
ス
）に
変
貌
す
る
こ

と
で
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、そ
の

中
で
仕
事
の
継
続
や
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
は
、そ
の
人

に
と
っ
て
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
過
酷
な
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
事
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、化
粧
品
や
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
美
容

ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、「
ル
ッ
ク
ス（
見
た
目
）」を
プ
ラ
ス

に
し
て
い
く
こ
と
で
精
神
的
負
担
を
減
、そ
の
人
ら
し
い

日
常
生
活
を
送
る
た
め
、必
要
と
す
る
ル
ッ
ク
ス
ケ
ア
相

談
・
施
術
を
す
る
場
所
や
施
術
す
る
専
門
士
が
病
院
に
い

る
こ
と
は
、高
齢
者
や
認
知
症
患
者
の
ル
ッ
ク
ス
ケ
ア

（
整
容
・
美
容
）も
含
み
、今
や
美
容
ツ
ー
ル
は
人
間
の
尊

厳
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
　

３
、化
粧
療
法
士（
医
療
資
格
）の
養
成

　

今
後
の
一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
メ
イ
ク
協
会
の
活
動

と
し
て
は
、「
C
A
R
E
M
A
K
E（
ケ
ア
メ
イ
ク
） 

R
O
O
M（
ル
ー
ム
）」を
病
院
内
に
設
置
を
し
て
、入
院
・

通
院
患
者
様
の
要
望
に
応
じ
て
ル
ッ
ク
ス
ケ
ア
を
行
う

専
門
と
す
る「
化
粧
療
法
士
」を
養
成
し
て
、日
本
を
は
じ

め
と
し
て
世
界
の
病
院
に
配
置
し
て
い
く
事
を
目
指
し
て

一般社団法人日本ケアメイク協会理事長　大石華法

　
　

１
、 

視
覚
障
害
者
の
ル
ッ
ク
ス
ケ
ア

　
　
　
　 「
ブ
ラ
イ
ン
ド
メ
イ
ク
」

　

私
は
一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
メ
イ
ク
協
会（https://-

carem
ake.or.jp/

）理
事
長
、そ
し
て
日
本
化
粧
療
法

医
学
会（https://carem

ake.or.jp/society/

）設
立

者
と
し
て
、化
粧
療
法
専
門
医（
医
師
）・
化
粧
療
法
士
の

医
療
資
格
を
国
家
資
格
・
国
際
資
格
に
し
、病
院
の
患
者

さ
ま
に
“
ル
ッ
ク
ス
ケ
ア
”
を
通
し
て
笑
顔
に
な
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
部
屋「
C
A
R
E
M
A
K
E（
ケ
ア
メ
イ

ク
）R
O
O
M（
ル
ー
ム
）」の
設
置
を
、世
界
の
病
院
内
に

設
置
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
原
点
は
、

2
0
1
0
年
に
私
が
考

案
し
た
ル
ッ
ク
ス
ケ
ア

の
１
つ
で
あ
る
、視
覚
障

害
者
が
鏡
を
見
な
く
て

も
自
分
自
身
の
手
指
を

使
っ
て
フ
ル
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
が
で
き
る
化
粧
技
法「
ブ
ラ
イ

ン
ド
メ
イ
ク
」に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。ブ
ラ
イ
ン
ド
メ
イ
ク

を
習
得
し
た
視
覚
障
害
者
は
、自
信
を
取
り
戻
し
、外
出

や
就
労
に
意
欲
を
持
ち
、当
事
者
の
Q
O
L
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
家
族
の
Q
O
L
向
上

に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

ブ
ラ
イ
ン
ド
メ
イ
ク
を
習
得
し
た
視
覚
障
害
者
の
体
験
を

当
事
者
自
ら
執
筆
し
た
日
本
語
版
の
原
稿
は
、「
ブ
ラ
イ

ン
ド
メ
イ
ク
物
語（
メ
デ
ィ
カ
出
版
）」と
し
て
1
冊
の
書

籍
に
な
り
、英
語
版
・
中
国
語
版
に
発
刊
さ
れ
た
こ
と
で

世
界
中
か
ら
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

・
2
0
1
9
年
5
月
20
日
、フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル

臨
時
増
刊
N
o
. 

22（
英
語
版
）発
刊
。

・
同
年
6
月
20
日
〜
21
日
、MakeU

p
 in
 P
aris 

（https://m
akeup-in-paris.com

/

）フ
ラ
ン

ス
・
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
て
ブ
ラ
イ
ン
ド
メ
イ
ク
講

演
会
開
催
。

・
同
年
10
月
10
日（
ブ
ラ
イ
ン
ド
メ
イ
ク
の
日
）中
国

大
連
に
て
ブ
ラ
イ
ン
ド
メ
イ
ク
講
演
会
開
催
。

ブラインドメイク講演会開催

ブラインドメイクの指導

ブラインドメイク指導会

日本化粧医療学会　創立記念講演会



い
ま
す
。化
粧
療
法
士
の
資
格
は
、「
化
粧
」と
い
う
文
字

が
入
っ
て
い
る
事
か
ら「
美
容
」を
連
想
さ
せ
ま
す
が
、

〝
美
容
資
格„
で
は
な
く“
医
療
資
格
〞（
将
来
は
国
家

資
格
）に
す
る
こ
と
か
ら
、医
療
の
知
識
や
美
容
技
術
な

ど
幅
広
い
領
域
を
身
に
着
け
る
た
め
の
化
粧
療
法
士
の

養
成
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、美
容
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
た
め
に
必
要

な
知
識
と
技
術
と
し
て「
ウ
ィ
ッ
グ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」や

「
ウ
ィ
ッ
グ
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」資
格
も
含
ま
れ
、「
ブ

ラ
イ
ン
ド
メ
イ
ク
」「
カ
バ
ー
メ
イ
ク
」「
メ
イ
ク
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」「
ケ
ア
ネ
イ
ル
」な
ど
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
入
り
ま
す
。

※
現
在
、日
本
ケ
ア
メ
イ
ク
協
会
の
講
座「
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
」

で
、日
本
毛
髪
工
業
協
同
組
合
提
供
の「
は
じ
め
て
ケ
ア
ウ
ィ
ッ

グ
Ⅱ
」を
開
講
し
て
い
ま
す
。無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、病
院
内
で
の
業
務
と
な
る
こ
と
か
ら
、化
粧
療

法
士
に
は「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」と
し
て
の
役

割
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
た
め
、こ
れ
ら
の
業
務

に
つ
い
て
の
知
識
と
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
、日
本
の
化
粧
品
や
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
美
容
ツ
ー
ル
は

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
美
容
ル
ー
ツ
を
活
用
し
た
化
粧
療
法
の
効
果
を

科
学
的
に
解
明
し
て
い
く
こ
と
で
、多
く
の
方
々
に
笑
顔

に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。以

上

あ
の
時
の
サ
ポ
ー
ト
が
、今
の
自
分
を
支

え
て
く
れ
て
い
る

株
式
会
社
ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー

店
舗
営
業
部（
店
舗
）　

匿
名
：
め
み
る

　

私
は
美
容
室
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
を
経
て
、既
に
入
社

後
10
数
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

美
容
室
に
勤
務
し
て
い
る
時
か
ら
薄
毛
を
気
に
す

る
女
性
は
多
く
、「
少
し
で
も
お
客
様
の
力
に
な
れ
た

ら
良
い
の
に
な
ぁ
~
」な
ん
て
安
易
な
気
持
ち
を
持
ち

な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、友
人
の

紹
介
で
毛
髪
業
界
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
よ
ぉ
~
し
、や
っ
た
る
ぞ
！
」な
ん
て
意
気
込
ん
で

仕
事
を
初
め
て
は
み
た
も
の
の
、美
容
室
の
お
客
様

と
違
っ
て
髪
に
対
す
る
悩
み
は
深
く
、そ
し
て
重
く
、

精
神
的
な
負
担
を
強
く
感
じ
て
い
る
よ
う
で
、「
ど
う

接
し
て
良
い
の
か
？
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
話
し
て

も
良
い
の
か
？
」と
少
し
委
縮
し
た
気
持
ち
を
持
ち
な

が
ら
接
客
す
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
店
舗
巡
回

で
来
ら
れ
、あ
ま
り
面
識
も
無
い
私
に
突
然
、「
ど
う
し

た
の
？
少
し
時
間
あ
る
？
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、緊
張
し
て
い
る
私
を
気
遣
う
よ
う
に
相

談
室
で
お
客
様
に
向
き
合
う
姿
勢
・
気
持
ち
に
つ
い
て

自
分
の
想
い（
考
え
）を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

第
一
に
、「
生
理
的
に
危
険
と
感
じ
る
距
離
間
に
ハ

サ
ミ（
凶
器
に
な
る
も
の
）を
持
っ
た
ス
タ
イ
リ
ス
ト

接
客
マ
ナ
ー
の
学
び

を
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
。（
＝
大
き
な
信
頼

を
い
た
だ
く
、特
別
な
関
係
で
あ
る
）ま
た
、具
体
的

に
は
、

●
お
客
様
に
直
接
触
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
気
持
ち（
一

生
懸
命
な
の
か
、他
の
事
を
考
え
て
い
る
の

か
。）は
、お
客
様
に
伝
わ
る
た
め
、目
の
前
の
お

客
様
の
こ
と
だ
け
を
想
っ
て
丁
寧
に
仕
事
を
す

る
こ
と
。

●
お
客
様
の
話
を
よ
く
聴
い
て
あ
げ
る
こ
と
。お

客
様
は
、家
族
・
仕
事
・
そ
の
他
、何
で
も
話
す
こ

と
で
ス
ト
レ
ス
発
散
が
で
き
、「
良
い
時
間
を
過

ご
せ
た
！
ま
た
来
た
い
！
」と
思
っ
て
帰
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
。

●
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
。お
客
様
の
中
に
は
遠
慮

ガ
チ
の
方
も
多
く
、「
言
い
た
い
こ
と
も
言
え
ず
、

我
慢（
諦
め
）し
て
し
ま
う
傾
向
も
あ
る
の
で
、

お
客
様
の
表
情
や
仕
草
を
よ
く
観
察
し
、お
声

掛
け
し
て
あ
げ
る
こ
と
。

　

特
別
な
話
で
は
無
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
想
う
だ
け
で
は
無
く
、実
直
に
日
々
繰
り
返
し
て
当

た
り
前
の
行
動
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
！
」と
、包

み
込
む
よ
う
な
話
し
方
・
仕
草
・
想
い
を
も
っ
て
語
っ
て

い
た
だ
き
、自
分
な
り
に「
深
く
考
え
過
ぎ
ず
、欲
張
ら
ず
、目
の
前
の
お
客
様
に
自
分

の
出
来
る
こ
と
を
一
生
懸
命
す
れ
ば
い
い
ん
だ
！
と
何
と
な
く
結
論
づ
け
ら
れ
た
こ

と
で
、目
の
前
の
霞
が
晴
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、数
年
が
経
ち
管
理
業
務
も
行
う
よ
う
に
な
る
と
、新
た
な
悩
み
を
抱
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、既
に
遠
方
勤
務
と
な
っ
て
い
た
元
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
勇
気
を
も
っ
て
電
話
し
て
み
た
と
こ
ろ
、「
顔
を
直
接
見
な
く
ち
ゃ
分
か
ら
な

い
よ
！
」と
直
ぐ
に
時
間
を
取
っ
て
会
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。「
昔
と
変
わ
ら
な
い

な
ぁ
~
」と
安
心
感
を
覚
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、店
舗
運
営
・
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
な
ど
に
つ
い
て
悩
み
を
発
散
し
た
と
こ
ろ
、

答
え
は
1
つ
で
し
た
。「
怪
し
い
雰
囲
気
を
感
じ
た
ら
直
ぐ
に
面
談
し
、何
を
考
え
て
い

る
か
聞
き
、方
向
性
を
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。そ
れ
は
何
よ
り
も
優
先
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。早
く
対
処
出
来
れ
ば
、ま
た
皆
で
協
力
す
る
チ
ー
ム
状
態
に
戻

せ
る
。時
間
が
勝
負
だ
よ
」と
。

　

そ
れ
以
来
、肝
に
銘
じ
て
仕
事
に
取
組
み
実
践
す
る
よ
う
心
掛
け
て
業
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
件
を
語
る
の
も
恥
ず
か
し
い

気
持
ち
で
す
が
、当
社
に
入
社
し
て

本
当
に
良
い
出
逢
い
が
出
来
た
こ
と

に
感
謝
の
念
が
堪
え
ま
せ
ん
。直
接

伝
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、逆

に
仕
事
に
対
し
て
は
大
変
厳
し
い
た

め
、日
頃
は
陰
口
を
た
た
く
場
合
も

多
か
っ
た
の
で
す
が
、こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、私
自

身
も
ス
タ
ッ
フ
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る

よ
う
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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渋
沢
栄
一
が
新
一
万
円
札
の
肖
像
に
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
J
R
深
谷
駅

の
駅
前
に
は
ち
ら
ほ
ら
と
観
光
客
ら
し
き
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

先
日
は
夫
婦
で
地
元
の
深
谷
市
内
の
渋
沢
栄
一
ゆ
か
り
の
施
設
を
探
索
し
て
き
ま
し

た
。

　
「
論
語
の
里
」と
呼
ば
れ
る
そ
の
エ
リ
ア
に
は
渋
沢
栄
一
が
帰
郷
の
際
に
寝
泊
ま
り

し
た
旧
渋
沢
邸『
中
の
家
』や
83
歳
の
時
に
講
演
し
た
肉
声
も
聞
く
こ
と
の
で
き
る
渋

沢
栄
一
記
念
館
な
ど
が
あ
り
、そ
の
生
い
立
ち
や『
資
本
主
義
の
父
』と
し
て
第
一
国
立

銀
行
を
は
じ
め
5
0
0
以
上
の
企
業
の
創
立

に
関
わ
っ
た
功
績
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た（
記
念
館
は
新
一
万
円
札
の
肖
像
が

決
定
し
て
か
ら
そ
れ
ま
で
の
７
倍
の
来
場
者

だ
そ
う
で
す
）。

　

ま
た
、気
に
な
っ
た
の
が
渋
沢
栄
一
に
よ
っ

て
明
治
20
年
に
作
ら
れ
、東
京
駅
や
日
本
銀

行
な
ど
の
建
築
物
に
使
わ
れ
た
レ
ン
ガ
を

作
っ
た
旧
煉
瓦
製
造
施
設
で
し
た
が
、残
念

な
が
ら
現
在
は
保
存
修
理
工
事
中
と
の
こ
と

で
当
日
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

（
見
学
再
開
は
令
和
5
年
頃
予
定
）。お
そ
ら

く
J
R
深
谷
駅
の
駅
舎
が
赤
レ
ン
ガ
の
東
京

駅
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
の
は
、レ
ン
ガ

を
運
ん
だ
由
縁
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、「
論
語
の
里
」エ
リ
ア
は
J
R
深
谷

駅
か
ら
数
キ
ロ
離
れ
て
お
り
、車
が
便
利
な
の
で
す
が
、近
く
に
は
青
淵
公
園
と
い
う

大
き
な
遊
具
と
芝
生
の
広
が
る
公
園
も
あ
っ
て
天
気
の
良
い
日
は
お
子
様
連
れ
で
も

楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

普
段
何
気
な
く
生
活
し
て
い
る
地
域
で
す
が
歴
史
的
な
背
景
を
感
じ
な
が
ら
探
索
し

て
み
る
の
も
良
い
も
の
で
す
。


